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家庭で取り組むことができるごみの減量化対策

生ごみのたい肥化事業の取り組み

生ごみの搬入 バケツで発酵

生ごみを減量化しましょう

朝日生ごみリサイクルネットワーク

牛乳パックを可燃ごみとして
出していませんか？

使えるものは使用しましょう

食べ残しをなくしましょう

資源物の回収にご協力ください

3Rに取り組みましょう

生ごみの約７０％は水分といわれています。
生ごみを出す時には、水分をよく切り、さらに天日干しする
ことにより減量することができます。
コンポスト容器などを使用すると生ごみが肥料として使用
できるので、ごみの減量化につながります。
●町で 、生ご 減量化
推進 、コンポスト
容器・密閉容器 購入者
対 補助金 交付

。

　越前町は自然環境に恵まれています。
　誰もがいつまでも水がきれいで安心安全な米、野菜、魚のとれる町であってほしいと願っています。 
　より良い環境づくりのため、一人ひとりに出来ることから始めようと賛同者を集い「朝日生ごみリサイクル
ネットワーク」を立ち上げました。
　台所から出る生ごみが可燃ごみの4割を占めようとしています。できるだけ生ごみはごみステーション
に出さないようにしましょう。
　生ごみをバケツの中でボカシを混ぜて発酵させ、畑に戻し有機肥料にする。「生ごみは畑の宝」で採れた
野菜はおいしい。
　活動に賛同する仲間も増えてきました。
　ここで一つの問題が発生、畑がない人は、バケツで発酵処理しても、持って行く場所がない。 
　そこで、生ごみ処理機（20㎏処理）を気比庄の会員さんの作業倉庫に設置し、昨年の5月から毎日稼働し
ています。 
　搬入者である、朝日地区在住の町民３５人の皆さんが車、自転車、徒歩で持込んでいます。
　生ごみがみちがえるような有機肥料に変わっています。

【生ごみ処理機の概要】
●設 置 場 所　越前町気比庄
●年間処理量　４，８００㎏（４００㎏×１２か月）
●搬 入 時 間　（毎日／午前７時～午前8時）

【問合せ先】
朝日生ごみリサイクルネットワーク

代表　木下美恵子　☎０９０‒３７６４‒４０７１

この活動が更に大きな輪になることを願っています。
また、見学など興味がある人はお問い合わせください。

牛乳パックは資源物なので、切り開いて水洗いをし、乾燥
させてから資源ごみの日に出してください。
●牛乳パッ 約6枚
　 ッ ペーパーが
　1個つ 。

野菜の皮などは生ごみとして
捨ててしまうのではなく、でき
るだけ料理に使いましょう。
また、詰め替えができるもの
は、詰め替え用商品を購入し
ましょう。

食べ 分だ 料理 、で
だ 食べ残 ょ 。
●食べ残 減 こ で、焼却

CO₂排出量 減 。
　（環境にも良いよ。）

皆さんの家庭から出された資源物（紙類、びん類、ペットボ
トルおよび缶類）は資源として売却され、その代金はごみ
収集やごみ処理などの費用に充てられています。
資源物はごみステーションに出すほかに、地域で行ってい
る集団回収（資源回収）にご協力ください。
●平成24年度 学校 ど登録団体が
資源回収 紙量 約460 で

。

Reduce（リデュース）
ごみになるものを減らし大切に長い間使うこと。
●エコバッ ど 利用 、で

だ 、 ジ袋
こ デュー で 。

Reuse（リユース）
使い終わったものを捨てないで、もう一度使うこと。
●壊 っ 捨
で 、修理 使 。 小

っ 服 他 人 げ
、使 こ ー 。

Recycle（リサイクル）
資源ごみを、もう一度使える資源にして使うこと。
●ご 捨 、 ー
守っ 分別 。

　 （例えば、ペットボトルは、再び新しいペットボ
トル・服・たまごパックになったり、びんは、
新しいびん・道路や建物の材料などに生ま
れ変わります。）

　越前町から排出されるごみの量が増加しています。
　平成２４年度は、町全体で約７，１００トン（資源物含む）のごみが排出され、１人１日当たり約８３０グラムが排出されています。
　皆さんが排出した可燃ごみは、鯖江クリーンセンターで焼却され、最終処分場で埋立処分されています。
　紙類、あき缶、びん、ペットボトルなどの資源物は、リサイクル施設で破砕、圧縮などの処理を行い、再資源化されています。
町では、このようなごみ処理を行うため、平成２４年度で約１２８，５００千円を負担しています。
　ごみの減量化にご協力お願いします。

Let's reduce garbage !

ごみの減量化に ご協力ください

い。

保健衛生課  ☎34 ｰ 8710問合せ先
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平成25年度予算の上半期（9月30日現在）の執行状況などをお知らせします。平成25年度　越前町防火ポスター・火災予防標語優秀作品平成25年度　越前町防火ポスター・火災予防標語優秀作品

　これから冬にかけて、暖房器具を使用しはじめ、火災
の発生しやすい季節になります。暖房器具を使用する
際は十分注意し、「一人ひとりが火災を発生させない」
意識を高め、火災予防に心がけましょう。

11月9日（土）～11月15日（金）

常磐小3年  石黒 悠斗さん

朝日小5年  倉内 心愛さん 萩野小2年  二之宮 唯華さん 織田小1年  佐々木 晴月さん 糸生小4年  渡辺 友香さん

朝日小5年  藤沢 美羽さん宮崎小4年  上野 楓花さん宮崎小2年  油田 稜平さん

秋の火災予防運動が始まります。

☆町長賞☆

☆福井新聞社賞☆

☆教育長賞☆

☆防火協会長賞☆

☆消防長賞☆

　
火
の
用
心　

そ
の
気
持
ち
だ
け
は　

消
さ
な
い
で

朝
日
中
1
年　

石
田　

奈
央 

さ
ん

　
ま
ず
最
初　

心
の
ゆ
る
み　

消
火
し
て

朝
日
中
2
年　

岡
田　

真
衣 

さ
ん

　

忘
れ
る
な　

明
日
へ
つ
な
が
る　

火
の
始
末

織
田
中
2
年　

加
藤　

由
夏 

さ
ん

　

安
心
は　

油
断
の
元
栓　

し
め
る
ま
で

越
前
中
3
年　

正
木　

亜
依 

さ
ん

　

消
し
忘
れ　

少
し
の
油
断
が　

火
事
を
呼
ぶ

宮
崎
中
3
年　

廣
瀬　

匠
吾 

さ
ん

　

火
は
消
し
て　

心
の
注
意　

消
さ
な
い
で

一　
　
　

般　

岡
田　

豊
子 

さ
ん

最
優
秀
賞

優
秀
賞

応募総数637点火災予防標語

城崎小6年  堺 まりんさん四ヶ浦小5年  川崎 翔大さん
織田小3年  山﨑 隆之助さん

応募総数638点

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　　丹 生分署　☎３６－０１１９
　　　　　朝日分遣所　☎３4－０１１９
　　　　　越前分遣所　☎３7－０１１９
　　　　　http://www.fd-sabaenyu.jpHPアドレス

一般会計の収支の状況

特別会計・事業会計の収支の状況

予算規模

財産の現在高

町債の現在高

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額
一般会計 112億9,100万円 10億4,178万1千円 123億3,278万1千円
特別会計 68億3,281万6千円 8,862万3千円 69億2,143万9千円
事業会計 9億6,558万9千円 608万8千円 9億7,167万7千円
合　　計 190億8,940万5千円 11億3,649万2千円 202億2,589万7千円

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

町 税 2,132,847 1,479,535 69.4%
地 方 譲 与 税 等 360,000 168,026 46.7%
地 方 交 付 税 5,800,000 4,135,199 71.3%
交通安全対策特別交付金 2,000 1,011 50.6%
分担金及び負担金 382,552 144,052 37.7%
使用料及び手数料 84,482 43,140 51.1%
国 庫 支 出 金 838,567 303,233 36.2%
県 支 出 金 1,206,302 91,506 7.6%
財 産 収 入 111,005 31,819 28.7%
寄 附 金 1,001 352 35.2%
繰 入 金 228,404 0 0.0%
繰 越 金 370,176 826,232 223.2%
諸 収 入 182,145 22,441 12.3%
町 債 633,300 0 0.0%
歳　入　合　計 12,332,781 7,246,546 58.8%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

支出済額
C

支出率
C／ A

国民健康保険事業 2,283,743 1,020,489 44.7% 1,056,009 46.2%
介 護 保 険 事 業 2,355,384 937,569 39.8% 955,459 40.6%
後期高齢者医療事業 226,943 83,120 36.6% 53,239 23.5%
簡 易 水 道 事 業 452,850 147,843 32.6% 169,185 37.4%
公 共 下 水 道 事 業 1,060,128 108,686 10.3% 361,069 34.1%
集 落 排 水 事 業 363,273 64,697 17.8% 151,767 41.8%
温 泉 事 業 16,252 8,703 53.6% 2,341 14.4%
農林漁業体験実習館事業 27,549 8,399 30.5% 10,279 37.3%
宅 地 造 成 事 業 118,574 0 0.0% 134 0.1%
土地区画整理事業 16,743 0 0.0% 2,801 16.7%
合　　　　　計 6,921,439 2,379,506 34.4% 2,762,283 39.9%

種　　　別 現  在  高

公  

有  

財  

産

土 地 2,749,182㎡
建 物 206,822㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,707千円

基
金
一 般 会 計 4,936,627千円
特 別 会 計 354,201千円

区　　　　分 現  在  高
一 般 会 計 11,630,378千円

特  

別  

会  

計

簡易水道事業 2,717,459千円
公共下水道事業 3,847,570千円
集落排水事業 1,732,007千円
温 泉 事 業 12,000千円
宅地造成事業 92,200千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 2,457,042千円
国民健康保険病院事業 791,212千円
合　　　　計 23,279,868千円

会 計 名 区　分
収　　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／ C

上 水 道
事 業

収益的収支 282,859 77,876 27.5% 282,859 81,428 28.8%
資本的収支 36,587 840 2.3% 163,619 63,371 38.7%
合　　　計 319,446 78,716 24.6% 446,478 144,799 32.4%

国民健康
保 険 病
院 事 業

収益的収支 285,397 45,664 16.0% 285,397 198,741 69.6%
資本的収支 149,437 0 0.0% 239,802 56,271 23.5%
合　　　計 434,834 45,664 10.5% 525,199 255,012 48.6%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで補てんします。

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B／ A

議 会 費 109,720 56,084 51.1%
総 務 費 1,405,195 536,429 38.2%
民 生 費 3,206,489 1,161,569 36.2%
衛 生 費 966,997 262,574 27.2%
労 働 費 43,813 42,451 96.9%
農林水産業費 1,275,548 112,673 8.8%
商 工 費 502,386 268,482 53.4%
土 木 費 1,202,649 130,181 10.8%
消 防 費 472,110 228,490 48.4%
教 育 費 1,242,239 450,467 36.3%
公 債 費 1,850,395 904,295 48.9%
諸 支 出 金 45,240 0 0.0%
予 備 費 10,000 0 0.0%
歳  出  合  計 12,332,781 4,153,695 33.7%

　平成25年度の「一般会計、特別会
計、事業会計の予算規模、収支の状況」
と「財産、町債の現在高」をお知らせ
します。
　なお、予算現額には平成24年度か
らの繰越額は含まれておりません。

■歳入 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況 （単位：千円）

■歳出 （単位：千円）
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第14回

　11月9日（土）・10日（日）の2日間、福井県立ホッケー場と越前町人工芝ホッケー場で、 第14回
全日本中学生都道府県対抗11人制ホッケー選手権大会が開かれます。
　今年度は全国から男子19チーム、女子19チーム、約700人の選手が参加します。
　大会に参加する福井県チームには、8月に岐阜県で行われた第43回全日本中学生ホッケー選手権
大会で、優勝と3位に輝いた朝日中学校の生徒が所属し、今大会での活躍が期待されています。
　皆さんの温かいご声援をお願いします。

　10月2日から6日まで、東京都日野市で、第68回国
民体育大会ホッケー競技が開かれ、福井県からは少年
男女（丹生高校）2チームが出場しました。
　男子は、初戦が奈良県、2回戦が島根県と強豪県との
対戦となり、厳しい試合になりましたが、接戦を制し
決勝まで勝ち進みました。
　決勝では、インターハイの決勝と同じ岩手県との対
決となりました。
　前半早々に、先制される厳しい試合展開になりまし
たが、選手たちは落ち着いており、チャンスを確実に
ものにし、前半を1対1の同点で折り返しました。
　後半に入ると、岩手県の強力な突破力で追加点を許し
てしまいましたが、全体的に優位に試合を進めていた
福井県が、スピードと突破力で確実にチャンスをもの
にし同点に追いつき、その後逆転に成功しました。試
合終了間際には、岩手県の猛攻にあいましたが、最後
まで集中を切らさず安定した守備で守りきり、3対2で
勝ち、大阪国体以来16年ぶりの優勝を勝ち取りました。

　女子は、2回戦がインターハイで惜敗している栃木県
との対戦となりました。
　苦しい戦いになりましたが、3対2と接戦を制し、イ
ンターハイの雪辱を晴らしました。
　準決勝では、春の選抜大会優勝の滋賀県との対戦とな
りましたが、相手に臆することなく積極的に攻め、接
戦を制し2対1で勝ちました。
　決勝では、インターハイ優勝の強豪岐阜県との対戦
となりました。
　前半から、両者ともに激しい攻防となり、福井県が
若干優位に試合を進めましたが、得点につながるチャ
ンスを得られず、均衡を保ったまま前半を0対0で折り
返しました。
　後半に入っても、激しい攻防が続き、両者とも堅い守
りの前に得点が入らず、このまま試合終了かと思われま
したが、残り時間1分弱で一瞬の隙を突かれ、得点を許
し、そのまま試合終了となりました。0対1で惜敗しま
したが、堂々の準優勝でした。

男子　2回戦　福井　３－１　奈良県
　　　準決勝　福井　３－２　島根県
　　　決　勝　福井　３－２　岩手県

女子　1回戦　福井　２－０　長崎県
　　　2回戦　福井　３－２　栃木県
　　　準決勝　福井　２－１　滋賀県
　　　決　勝　福井　０－１　岐阜県

福井県チームの試合
男子1回戦　11月9日（土）　午後2時50分～
　　　　　　対 京都府と埼玉県の勝者

【参加府県】　男子の部　（19チーム）

女子1回戦　11月9日（土）　午後1時10分～
　　　　　　対 兵庫県と石川県の勝者

【参加府県】　女子の部　（19チーム）

岩手、宮城、山形、栃木、埼玉、山梨、新潟、富山、
福井、静岡、愛知、岐阜、滋賀、京都、奈良、兵庫、
岡山、鳥取、島根

岩手、宮城、栃木、埼玉、山梨、新潟、富山、石川、
福井、静岡、岐阜、滋賀、京都、大阪、奈良、兵庫、
岡山、鳥取、島根

選手名 学校名 学年
上嶋　明莉

朝日

3
牛若　晴馨 3
木下明香里 3
五島　千聖 3
髙田　明穂 3
中谷　祐奈 3
中山　愛奈 3
松村　莉子 3
吉川　　光 3
堀　  千尋 織田 3
井上　優奈

朝日

2
奥本　伶奈 2
桑原ひなた 2
小林久留海 2
髙島　萌香 2
堤　　皐希 2
徳井　夏音 2
戸田　菜月 2
藤原　綾乃 2
水野　二葉 2
山口　明星 2
水島　美咲 織田 2
加藤　守悠

鯖江

2
坪田仁衣菜 2
前田　栞奈 2
増田　有沙 2
増田　汐里 2

選手名 学校名 学年
河原　愛花

朝日

1
木下亜紗美 1
甲野　万菜 1
小林　由佳 1
小原　梨紗 1
佐々木　茜 1
佐々木杏果 1
中山　穂香 1
野村　海月 1
宮川　莉奈 1
上坂　唯香

織田

1
上坂　優佳 1
谷口万里佳 1
林　　涼香 1
漆原　愛栞 鯖江 1

▲福井県男子チーム

第 回回第第 回
全日本中学生全日本中学生

都道府県対抗１１人制ホッケー選手権大会都道府県対抗１１人制ホッケー選手権大会
少年男子が16年ぶり３回目の優勝！少年男子が16年ぶり３回目の優勝！
少年女子が２年ぶり準優勝！少年女子が２年ぶり準優勝！

福井県男子チーム
監　督：谷　  伸一  朝日中学校
コーチ：齋藤  有司  福井工業大学
コーチ：三谷  元騎  越前町役場
主　将：青山  将也

※大会の詳細は日本ホッケー協会、日本ホッケー協会中学校部会のホームページをご覧ください。
　なお、試合速報は下記のアドレスかＱＲコードよりアクセスしてご覧ください。
　http://fukuihockey.web.fc2.com/h25todofuken/index.htm

福井県女子チーム
監　督：吉田  能克  朝日中学校
コーチ：赤尾  昌倫  織田中学校
コーチ：水島  秀嘉  越前中学校
主　将：吉川　光

選手名 学校名 学年
青山　将也

朝日

3

鵜飼　聡太
馬谷　遼平
小川　侑眞
木戸　　泉
後藤　駿斗
酢谷　明生
椿　　大弥
野村　烈瑠
渡辺　恵大
渡辺　龍生
嵐山　　兆

鯖江岡野　滝大
杉本　賢祐
稲川　敬吾

朝日

2

河合　孝則
髙橋　祥太
田村　拓磨
爲國　翔太
爲國　龍次
戸田　貫太
野村　　新
松田　　歩
松田　拓巳
宮川　洸季
宮川　翔伍
山内　大輝
吉田　凱星
北野  竜也

織田助田  喜久
谷川  和也
田村　和希 鯖江前田　　涼

第68回国民体育大会ホッケー競技

試合結果

▲攻め上がる福井県代表男子 ▲監督を胴上げ

▲優勝（男子）と準優勝
（女子）を果たし喜び
を爆発させるイレブン

▲攻め上がる福井県代表女子
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9
月
19
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
11
回

織
田
信
長
公
顕
彰
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
町
内
か
ら
１
３
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
内
の
数
字
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
回
数
）

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

寺
岡　

金
次
さ
ん
（
69
打
③
）

　

準
優
勝　

谷
口
喜
代
志
さ
ん
（
70
打
③
）

　

3　

位　

谷
崎　

昌
弘
さ
ん
（
73
打
②
）

　

4　

位　

松
田　
　

伝
さ
ん
（
73
打
①
）

　

5　

位　

笠
原　

裕
道
さ
ん
（
75
打
③
）

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

加
藤
ル
リ
子
さ
ん
（
68
打
③
）

　

準
優
勝　

加
藤
智
恵
子
さ
ん
（
71
打
②
）

　

3　

位　

源
甲
斐
栄
子
さ
ん
（
74
打
①
）

　

4　

位　

山
内
き
さ
を
さ
ん
（
75
打
③
）

　

5　

位　

渡
辺
き
ぬ
枝
さ
ん
（
78
打
①
）

第
11
回
織
田
信
長
公
顕
彰

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▲晴天のもと、はつらつとプレーする
　選手の皆さん

▲入賞した男子の部の皆さん

▲入賞した女子の部の皆さん

　

9
月
29
日
、
織
田
中
央

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第

9
回
織
田
信
長
公
顕
彰
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
清
々
し
い
秋
晴
れ

の
な
か
、
県
内
70
チ
ー

ム
、
選
手
２
２
１
人
が

参
加
し
日
頃
の
練
習
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優　

勝　
タ
ン
ダ
ー
ス
Ｃ　
（
福
井
市
）

準
優
勝　
国
士
無
双　
　
　
（
永
平
寺
町
）

第
3
位　
横
山
Ｂ　
　
　
　
（
越
前
町
）

第
3
位　
庚
申
Ｂ　
　
　
　
（
越
前
町
）

第
9
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

　

9
月
30
日
、
越
前
町
営
宮
崎
総
合
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
第
9
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
町
内
か
ら
１
３
９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
内
の
数
字
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
回
数
）

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

青
木　

廣
榮
さ
ん
（
79
打
②
）

　

準
優
勝　

中
西　

淳
一
さ
ん
（
82
打
②
）

　

3　

位　

西
尾　

佳
久
さ
ん
（
83
打　

）

　

4　

位　

佐
藤　

忠
一
さ
ん
（
84
打　

）

　

5　

位　

和
田　

岩
夫
さ
ん
（
85
打
①
）

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

西
川　

栄
子
さ
ん
（
85
打
①
）

　

準
優
勝　

源
甲
斐
栄
子
さ
ん
（
88
打
①
）

　

3　

位　

荒
木　

桂
子
さ
ん
（
89
打
②
）

　

４　

位　

林　
　

陽
子
さ
ん
（
92
打
①
）

　

５　

位　

古
川　

文
枝
さ
ん
（
92
打　

）

最
高
齢
者
賞

　

男
子　

渡
辺　

岸
松
さ
ん
（
宮
崎
）
86
歳

　

女
子　

小
北
つ
た
子
さ
ん
（
織
田
）
86
歳

第
9
回
越
前
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯
大
会

　

10
月
10
日
、
越
前
町
営
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
第
8
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
町
内
か
ら
１
１
６
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
内
の
数
字
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
回
数
）

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

斎
藤　

邦
一
さ
ん
（
62
打
①
）

　

準
優
勝　

菅
原　

孝
昭
さ
ん
（
63
打
③
）

　

3　

位　

山
内　

満
幸
さ
ん
（
63
打
①
）

　

4　

位　

阿
蘇
谷　

徹
さ
ん
（
64
打
①
）

　

5　

位　

渡
辺　

高
松
さ
ん
（
64
打
①
）

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

渡
辺
き
ぬ
枝
さ
ん
（
56
打
③
）

　

準
優
勝　

青
木
み
よ
の
さ
ん
（
60
打
②
）

　

3　

位　

加
藤
智
恵
子
さ
ん
（
63
打　

）

　

4　

位　

春
木　

久
子
さ
ん
（
64
打
①
）

　

5　

位　

西
川　

栄
子
さ
ん
（
66
打　

）

第
8
回
越
前
町
議
会
議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▲入賞した男子の部の皆さん

▲入賞した女子の部の皆さん

　

10
月
3
日
・
4
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
14
回
越
前
海
岸
荒
磯
シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

か
れ
、
県
内
外
か
ら
30
チ
ー
ム
、
総
勢
１
６
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

白
山
ブ
ル
ー
ム
（
石
川
県
）

準
優
勝　

ザ
・
鯖
江
（
鯖
江
市
）

第
3
位　

オ
タ
イ
コ
（
越
前
町
）

第
14
回
越
前
海
岸
荒
磯
シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　

7
月
6
日
、
新
潟
県
上
越
市
で
高
松
宮
賜
杯
第
57
回
全
日

本
軟
式
野
球
大
会
（
2
部
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

本
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
織
田
ク
ラ
ブ
は
、
1
回
戦
で

負
け
ま
し
た
が
敗
者
復
活
戦
で
見
事
勝
利
し
、
9
月
27
日
か

ら
30
日
に
富
山
県
高
岡
市
で
開
か
れ
た
高
松
宮
賜
杯
第
57
回

全
日
本
軟
式
野
球
大
会
（
2
部
）
に
北
信
越
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。大
会
の
結
果
は
惜
し
く
も
1
回
戦
敗
退
で
し
た
。

織
田
ク
ラ
ブ  
全
国
大
会
に
出
場

▲入賞された皆さん

　

10
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
、
高
知
県
で
第
26
回
全
国
健
康

福
祉
祭
こ
う
ち
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知

２
０
１
３
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

卓
球
の
県
代
表
と
し
て

仲
保
進
一
郎
さ
ん
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
県
代
表
と
し

て
チ
ー
ム「
オ
タ
イ
コ
」（
主

将
：
水
島
靖
男
さ
ん
、
選

手
：
水
島
晴
夫
さ
ん
、
笠
原

清
治
さ
ん
、
北
嶋
ス
ミ
エ

さ
ん
、
水
島
す
み
子
さ
ん
、

大
鎌
文
子
さ
ん
）、
弓
道
の

県
代
表
と
し
て
森
下
重
美

さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知

２
０
１
３
に
出
場
！

　

9
月
22
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
28
回
織

田
信
長
公
顕
彰
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
県
内
か
ら
41
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

南
中
山
（
越
前
市
）

準
優
勝　

煌
（
敦
賀
市
）

第
3
位　

佐
柿
国
吉
（
美
浜
町
）

敢
闘
賞　

丸
岡
城
（
坂
井
市
）

第
28
回
織
田
信
長
公
顕
彰

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

9
月
21
日
、
坂
井
市
お
よ
び
あ
わ
ら
市
で
「
ふ
く
い
健

康
長
寿
祭
２
０
１
３
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
」
が
行
わ

れ
、
越
前
町
か
ら
9
競
技
、
67
人
が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ペ
タ
ン
ク　

優　

勝　

栃
川
Ａ

公
式
ワ
ナ
ゲ　

団
体
戦　

優　

勝　

越
前
町

弓　
　
　

道　

団
体
戦　

準
優
勝　

越
前
町

　
　
　
　
　
　

個
人
戦（
女
子
）第
3
位　

森
下
重
美
さ
ん

ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
２
０
１
３
ス
ポ
ー
ツ
・
交
流
大
会
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平
成
25
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
と
し
て
、
え
ち
ぜ

ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
佐
々
木 

正
純
会
長
）
が
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及

お
よ
び
発
展
に
貢
献
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
顕
著
な
成
果
を

あ
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
度
は
全

国
で
１
３
３
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。　
　
　

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
18
年
4
月
に
設
立
さ
れ
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
、
自
身
の
レ
ベ
ル
に

あ
わ
せ
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
積
極

的
・
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
ま

す
ま
す
の
ク
ラ
ブ

の
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　

8
月
29
日
、
役
場
で
第
2
回

都
市
計
画
審
議
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
丹
南
都
市
計

画
土
地
区
画
整
理
事
業
（
気
比

庄
土
地
区
画
整
理
事
業
）
の
決

定
に
つ
い
て
の
案
件
に
つ
い
て

付
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
回
都
市
計
画
審
議
会

　

9
月
21
日
・
22
日
の
両
日
、
越
前
町
厨
漁
港
広
場
で
「
越

前
さ
か
な
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

3
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
「
漁
師
に

な
ろ
う
体
験
」
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
魚
の
つ
か
み
取
り
体
験

や
、
漁
船
乗
船
体
験
、
定
置
網
漁

の
荷
揚
げ
作
業
の
見
学
な
ど
、
魚

や
海
を
体
感
で
き
る
体
験
企
画
に

来
場
者
が
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
か
ら
解
禁
と
な
っ

た
底
曳
き
網
漁
を
、
パ
ネ
ル
を

使
っ
て
紹
介
し
た
り
、
越
前
ガ
レ

イ
の
試
食
会
な
ど
を
と
お
し
て
来

場
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
新
鮮
な
魚
介
類

を
中
心
に
、
旬
の
特
産
品
を
揃
え

た
即
売
ブ
ー
ス
や
、
グ
ル
メ
屋
台

な
ど
が
あ
り
、
県
内
外
か
ら
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲魚のつかみ取り体験 ▲新鮮な魚を買い求める来場者

越
前
さ
か
な
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た

　

9
月
22
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
糸
生
分
館
で
、「
い
と
う
エ
コ
キ
ャ

ン
ド
ル
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
が
２
か
月
か
け
て

作
っ
た
、
約
3
万
個
の
ろ
う
そ
く
で
か

た
ど
っ
た
泰
澄
大
師
の
姿
が
浮
か
び
上

が
る
と
、
会
場
で
は
大
き
な
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

い
と
う
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
！！

　

10
月
19
日
、「
秋
の
遠
足
」
越
知

山
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
「
ち
び
っ
こ
明
神
た

い
こ
」
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、

松
で
と
れ
た
食
材
を
使
っ
た
お

弁
当
も
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
山
後
は
、
さ
つ
ま
い
も
掘
り

体
験
も
行
わ
れ
、
約
２
０
０
人

の
参
加
者
は

松
・
入
尾
の
自
然

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
の
学
校 

笈
松
分
校 「
秋
の
遠
足
」

　

9
月
29
日
、
福
井

県
営
体
育
館
で
第

56
回
福
井
県
婦
人

体
育
祭
が
開
か
れ
ま

し
た
。
県
内
13
市
町

の
婦
人
会
員
が
集
ま

り
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
送
り
競
走

や
パ
ン
食
い
競
走
な

ど
全
部
で
6
つ
の
競

技
が
行
わ
れ
、
越
前

町
は
全
競
技
を
制
覇

し
、
完
全
優
勝
し
ま

し
た
。
婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
、「
事
前
に
作
戦
を
練
り
、朝
日
、

宮
崎
、
越
前
、
織
田
の
会
員
の
人
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
応

援
し
た
お
か
げ
で
す
。」
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

福
井
県
婦
人
体
育
祭
優
勝
！！

　

小
倉
区
と
脇
谷
区
で
は
、
平
成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
）
の
採
択
を
受
け
、
地
区
内
の

公
園
に
遊
具
や
健
康
器
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

両
区
の
公
園
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
に
な
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
が
深
ま
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
の
一
環

と
し
て
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
４

宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
て
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た

▲脇谷区

▲小倉区

　

10
月
19
日
・
20
日
、陽
光
館
で
宿
泊
研
修
「
わ
く
わ
く
リ
ー

ダ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
開
か
れ
、
町
内
小
学
4
・
5
・
6
年
生

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
楽
し
い
科
学
と
題
し
て
、
身
近
な
も

の
を
凍
ら
せ
て
マ
イ
ナ
ス
１
９
８
度
の
世
界
を
体
験
し
た

り
、
実
験
を
交
え
な
が
ら
温
暖
化
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

夕
食
の
す
き
や
き
に
は
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
、
口

い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
夕
食
後
に
は
、
ド
ッ

チ
ビ
ー
大
会
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
宮
崎
中
学
校
体
育
館
で
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
開
か
れ
、
町
内
の
小
学
生
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
な
ど

6
種
目
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。
中
で
も
公

式
ワ
ナ
ゲ
は
、
越
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん
に
審

判
を
し
て
い
た
だ
き
、異
世
代
交
流
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ど
の
種
目
も
初
め
て
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
戸

惑
っ
た
様
子
で
し
た

が
、
徐
々
に
に
ぎ
や

か
な
歓
声
が
聞
こ
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
進

行
や
審
判
な
ど
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
会「
わ
く
わ
く
リ
ー
ダ
ー

ス
ク
ー
ル
」「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

　

社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ

れ
、学
校
教
育
を
除
い
た
す
べ
て
の
教
育
活
動
（
生
涯
学
習
・

青
少
年
育
成
・
家
庭
教
育
・
地
域

教
育
・
公
民
館
・
図
書
館
事
業
な

ど
）
で
日
常
の
活
動
を
と
お
し

て
得
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

を
教
育
委
員
会
へ
助
言
す
る
こ

と
を
職
務
と
し
て
い
ま
す
。
越

前
町
社
会
教
育
委
員
の
会
議
は
、

12
人
で
構
成
さ
れ
、
町
内
お
よ

び
県
内
で
年
間
4
〜
5
回
の
会

議
や
研
修
会
に
参
加
す
る
と
と

も
に
町
内
の
社
会
教
育
施
設
を

視
察
し
、
生
涯
学
習
の
あ
り
方

と
町
の
事
業
に
つ
い
て
の
討
議

や
他
市
町
と
の
意
見
交
換
な
ど

を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

議　長  澤　　善英（小　樟）　 副議長  原　　榮子（樫　津）

委　員  時田　静香（西田中）　 　　　  松村　　充（青　野）
　　　  渡邊　重子（上糸生）　 　　　  神内　八重（江　波）
　　　  鈴木　利恵（小　樟）　 　　　  山本　尚美（ 厨 ）
　　　  駒野智恵美（織　田）　 　　　  佐々木勝行（岩　倉）
　　　  渡辺　博明（笹　川）　　　　   河邉　隆三（道　口）   ▲受賞したえちぜんスポーツクラブの佐々木

会長（右）と小川クラブマネージャー（左）

　

10
月
1
日
・
2
日
の
両
日
、
岩
手
県
で
第
42
回
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
が
開
か
れ
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
第
6
支

部
老
人
ク
ラ
ブ
（
織
田
地
区
）
が
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
り
地
域
で
の
会
員

増
強
、
友
愛
・
奉
仕
活
動
な
ど
優
れ
た
活
動
業
績
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞
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10
月
10
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ

織
田
で
、
町
内
5
か
所
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、「
あ
つ
ま
れ
！
ち
ょ
っ

ぽ
の
こ
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
育
所
入
園
前

の
子
ど
も
た
ち
が
交
流
す
る

自
由
遊
び
の
時
間
や
親
子

で
参
加
す
る
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
・

チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ
の
体
験
、
保
健
師
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
お
や
つ
を
食
べ
て
な
ご
や
か

に
保
護
者
同
士
の
交
流
を
行
う
な
ど
参
加
者
全
員
が
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

※
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
実
施
イ
ベ
ン
ト
は
、
広
報
紙
「
ち
ょ
っ
ぽ
の
こ
」（
4
月
、

7
月
、
10
月
、
1
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

9
月
29
日
、
越
前
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
「
い
き
い
き
健

康
フ
ェ
ア
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
糖
尿
病
や
子
ど

も
の
急
病
時
の
対
処
法
に
つ
い

て
学
ぶ
と
と
も
に
、
親
子
遊
び

や
野
菜
が
多
く
摂
取
で
き
る
献

立
の
試
食
、
か
ら
だ
と
心
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
、
健
康
づ
く
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
も
し
ろ
自
転
車
、
電
気
自
動
車
の
試
乗
な

ど
を
と
お
し
て
、
エ
コ
に
関
す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
「
健
康
公
開
講
座
」
で
は
、
丹
生
郡
医
師
会
が
「
認
知
症
を
学
ぼ
う
―
あ
な

た
の
疑
問
と
不
安
を
解
決
し
ま
す
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

9
月
29
日
、
越
前
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前

駐
車
場
で
、「
え
ち
ぜ
ん

食
育
フ
ェ
ス
タ
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！

食
育
の
楽
し
さ
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
元
生
産

者
の
直
売
や
、
越
前
焼

の
マ
ー
カ
ー
絵
付
体
験
、

豆
つ
か
み
ゲ
ー
ム
、
学
校
給
食
の
試
食
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
家
族
連
れ
が
多

く
見
受
け
ら
れ
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
く
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
あ
つ
ま
れ
！
ち
ょ
っ
ぽ
の
こ
」

い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ア 

in 

越
前
町　

楽
し
み
な
が
ら
、健
康
づ
く
り
！！

え
ち
ぜ
ん
食
育
フ
ェ
ス
タ　

み
ん
な
で
学
ぼ
う
！
食
育
の
楽
し
さ
！

第
7
回
越
前
町
朝
日
ど
ろ
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
３
！！

▲木工細工に取り組む参加者
▲環境体験コーナー
　（おもしろ自転車・電気自動車）

▲豆つかみゲームに悪戦苦闘 ▲キッズコーナー

　

9
月
22
日
、越
前
町
小
倉
の
泰
澄
の
杜
・
水
田
特
設
コ
ー

ト
で
「
第
7
回
越
前
町
朝
日
ど
ろ
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
３
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
中
学
生
以
上
の
大
人
の
部
に
32
チ
ー
ム
、
女

性
の
部
に
16
チ
ー
ム
、
小
学
生
対
象
の
子
ど
も
の
部
に
8

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
泥
ま
み
れ
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
中
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
宇
宙
人
の
仮
装
を
し
て

試
合
を
す
る
参
加
者
も
み
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
参
加
で
き
る
宝
さ
が
し
で
は
、
豪
華
景
品

を
手
に
す
る
た
め
、
田
ん
ぼ
の
中
に
飛
び
込
む
姿
も
み
ら

れ
、
会
場
は
終
始
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
は
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
こ
れ
も
虐
待
か
も
…
と
悩
ん
で
い
る
人

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
が
気
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
命
を

救
い
ま
す
。

通
報
・
相
談
窓
口

　

子
育
て
支
援
課　
　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

　

総
合
福
祉
相
談
所
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
７
７
６ｰ

２
４ｰ

３
６
５
４

　

福
井
県
司
法
書
士
会
で
は
、
11
月
23
日
の
勤
労
感
謝
の
日

に
合
わ
せ
て
、「
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
（
無
料
相
談
）」

を
実
施
し
ま
す
。

　

賃
金
未
払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
様
々
な
労
働
問
題
に

関
す
る
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

福
井
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

福
井
市
大
手
3
丁
目
15ｰ

12　

　
　
　
　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ビ
ル
5
階

相
談
料　

無
料
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ
先

　

福
井
県
司
法
書
士
会　

☎
０
７
７
６ｰ

３
０ｰ

０
０
０
１

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番（
無
料
相
談
）の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
上
、
健

康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
25
年
1
月
〜
12
月
中
に

納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
保
険

料
な
ど
も
含
み
ま
す
。）

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
負
担

す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
も
合
わ
せ

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
年
末
調
整
や

確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、

日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
』
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
書
の

提
出
の
際
に
は
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん

不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３ｰ

１
１
２
６

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

石
綿
健
康
被
害
を
原
因
と
し
て
業
務
上
死
亡
さ
れ
た
労
働

者
の
ご
遺
族
は
、
労
災
保
険
の
遺
族
補
償
給
付
の
請
求
権
を

5
年
の
時
効
に
よ
り
失
っ
た
場
合
で
も
、
石
綿
健
康
被
害
救

済
制
度
に
よ
る
「
特
別
遺
族
給
付
金
」
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
「
特
別
遺
族
給
付
金
」
の
請
求
期
限
は
平
成
34
年
3
月
27

日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。（
10
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。）

　

詳
し
い
こ
と
は
、「
福
井
労
働
局
労
災
補
償
課
」
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

福
井
労
働
局
労
災
補
償
課　

☎
０
７
７
６ｰ

２
２ｰ

２
６
５
６

　

武
生
労
働
基
準
監
督
署　

 

☎
２
３ｰ

１
４
４
０

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）健
康
被
害
者
の

ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　

法
律
・
会
計
・
税
務
・
登
記
・
年
金
・
不
動
産
・
各
種
許
認
可
・

特
許
な
ど
身
近
な
問
題
を
、
弁
護
士
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

11
月
25
日（
月
）　

午
後
1
時
〜
午
後
7
時

場　
　

所　

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ　

6
階　

６
０
１
会
議
室

申
込
方
法　

会
場
で
受
付

問
合
せ
先　

日
本
弁
理
士
会
北
陸
支
部
福
井
地
区
会

担
当
：
高
島　

☎
５
２ｰ

０
３
２
８

福
井
県
士
業
等
団
体
友
好
協
議
会

合
同
無
料
相
談
会

▲自由遊びの時間

▲ベビーヨガ・チャイルドヨガ体験
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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
3
条
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
26
年
度
の
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し

ま
す
。

　

次
の
資
格
の
あ
る
人
は
、
地
区
の
農
家
組
合
長
な
ど
を
経

由
し
て
配
付
す
る
登
載
申
請
書
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
資
格
を
有
す
る
人
で
登
載
申
請
書
が
配
付
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
資
格

　

越
前
町
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が
選
挙
人
名
簿
の
確
定
す

る
平
成
26
年
3
月
31
日
で
20
歳
以
上
と
な
る
人
（
平
成
5
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
10
ア
ー
ル
（
約
1
反

歩
）
以
上
の
農
地
で
耕
作
し
て
い
る
業
務
主
、
お
よ
び
お
お

む
ね
年
間
60
日
以
上
（
8
時
間
以
上
で
耕
作
従
事
1
日
と
し

ま
す
）
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
業
務
主
と
同
居
の
親
族
ま
た

は
配
偶
者
で
す
。

○
申
請
書
の
配
付
お
よ
び
提
出
方
法

　

平
成
25
年
度
に
登
録
の
あ
る
世
帯
の
申
請
書
は
、
11
月
上

旬
に
朝
日
・
宮
崎
・
織
田
地
区
は
農
家
組
合
長
か
ら
、
越
前

地
区
は
区
長
か
ら
配
付
し
回
収
す
る
予
定
で
す
。

○
提
出
期
限　

12
月
3
日
（
火
）

○
注
意
事
項

　

選
挙
権
が
あ
る
人
で
も
申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
申
請
書
を

提
出
し
な
い
と
選
挙
が
あ
る
場
合
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
提
出
先　

　

朝
日
・
宮
崎
・
織
田
地
区
の
各
農
家
組
合
長
お
よ
び
越
前

地
区
の
区
長

問
合
せ
先　

越
前
町
農
業
委
員
会　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

平
成
26
年
度
農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

　

少
子
高
齢
化
や
財
政
事
情
の
悪
化
な
ど
か
ら
、
年
金
に
対

す
る
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
農
業
者
年
金

は
、
自
ら
が
積
み
立
て
た
原
資
と
運
用
益
に
よ
り
、
生
涯
に

わ
た
り
年
金
が
受
け
ら
れ
、
加
入
者
や
受
給
者
数
に
左
右
さ

れ
ず
、
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
安
全
・
安

心
な
公
的
年
金
で
す
。
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
受
給
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
老
後
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

○
農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
者
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を
持
た
な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。

○
保
険
料
が
自
由
に
選
択
で
き
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す

　

国
庫
補
助
を
受
け
な
い
場
合
、
保
険
料
を
月
額
2
万
円
か

ら
最
高
6
万
7
千
円
ま
で
、
千
円
単
位
で
選
択
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
加
入
者
自
身
で
い
つ
で
も
額
の
変
更
が
で
き
ま

す
。
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
り
、
年
金
受

給
の
際
に
は
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
積
立
型
の
80
歳
保
証
付
き
終
身
年
金
で
す

　

将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を
あ
ら
か
じ
め
自
分
で

積
み
立
て
、
運
用
実
績
に
よ
り
受
給
額
が
決
ま
り
ま
す
。
年

金
は
65
歳
受
給
開
始
を
原
則
と
し
て
終
身
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

仮
に
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、

80
歳
ま
で
に
受
け
取
ら
れ
る
の
は
農
業
者
老
齢
年
金
を
予
定

利
率
で
割
り
戻
し
た
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

払
わ
れ
ま
す
。

○
国
か
ら
の
保
険
料
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
備
え
た
意
欲
あ
る
農
業

者
に
対
し
、
保
険
料
（
月
額
2
万
円
）
の
2
割
、
3
割
ま
た

は
5
割
の
国
庫
補
助
（
政
策
支
援
）
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

越
前
町
農
業
委
員
会　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

農
業
者
を
応
援
す
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う
！

　

福
井
県
の
最
低
賃
金
が
７
０
１
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
13
日
か
ら
福
井
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　

福
井
労
働
局　

賃
金
室　

☎
０
７
７
６ｰ

２
２ｰ

２
６
９
１

　

武
生
労
働
基
準
監
督
署　

☎
２
３ｰ

１
４
４
０

福
井
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

　

正
社
員
・
派
遣
社
員
な
ど
様
々
な
立
場
で
就
業
し
て
い
る

人
や
、
今
後
就
業
を
希
望
す
る
人
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
雇

用
さ
れ
る
側
（
労
働
者
）
と
雇
用
す
る
側
（
使
用
者
）
を
つ

な
ぐ
ル
ー
ル
で
あ
る
「
労
働
契
約
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

　

労
働
契
約
法
・
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
労
働
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
く
た
め
に
知
っ
て
お

く
べ
き
重
要
な
ル
ー
ル
や
、
労
働
者
・
使
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の

権
利
・
義
務
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

基
礎
セ
ミ
ナ
ー　

午
後
2
時
〜
午
後
3
時
25
分

　
　
　
　

判
例
セ
ミ
ナ
ー　
午
後
3
時
35
分
〜
午
後
4
時
45
分

場　

所　

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

　
　
　
　
　

福
井
支
店　

６
Ａ
Ｂ
会
議
室

　
　
　
　

福
井
市
矢
毛
１ｰ

10ｰ

１　

セ
ー
レ
ン
ビ
ル
6
階

定　

員　

各
回
50
人

費　

用　

無
料

申
込
・
問
合
せ
先　

労
働
契
約
解
説
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
３ｰ

５
２
８
８ｰ

７
４
７
７

労
働
契
約
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
３

　

県
内
の
山
は
ク
マ
の
生
息
地
で
す
か
ら
、
ど
こ
の
山
で
も

ク
マ
と
出
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
を
防
ぐ
に
は
、「
ク
マ
と
遭
わ
な

い
」「
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
」
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
も
出
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、「
興
奮
し
な
い
、
さ
せ

な
い
」
こ
と
で
す
。 

　

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ク
マ
と
遭
わ
な
い
た
め
に
ク
マ
の
餌
に
な
る
栗
や
柿
の
実

が
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
近
づ
か
な
い
。

　
　

集
落
付
近
の
収
穫
予
定
の
な
い
柿
や
栗
な
ど
は
早
め
に

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に
野
菜
く
ず
な
ど

の
生
ご
み
な
ど
を
山
際
へ
捨
て
た
り
、
置
い
た
り
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●
鈴
、
拍
手
、
大
声
、
ラ
ジ
オ
な
ど
大
き
な
音
を
出
し
て
移

動
し
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

　
　

ク
マ
は
聴
覚
や
嗅
覚
が
人
よ
り
優
れ
て
い
る
た
め
、
人

の
接
近
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
人
を
避
け
ま
す
。
林
際
、

川
沿
い
、
山
林
か
ら
近
い
集
落
で
は
、
早
朝
、
夕
方
、
夜

間
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
子
グ
マ
を
見
た
ら
そ
っ
と
立
ち
去
る
。

　
　

近
く
に
は
必
ず
母
グ
マ
が
い
ま
す
。
子
グ
マ
が
か
わ
い

い
か
ら
と
近
づ
い
た
り
す
る
と
、
母
グ
マ
が
突
然
現
わ
れ
て

人
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
ら
騒
が
ず
、
走
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
後
退
し
て
く
だ
さ
い
。

　

目
撃
し
た
場
合
や
痕
跡
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
直
ち
に
農

林
水
産
課
ま
た
は
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ
先　

農
林
水
産
課　

☎
３
４-

８
７
０
４

　

ク
マ
に
出
遭
っ
た
場
合
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

　

福
井
県
自
然
環
境
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/

index.htm
l

）
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

　
「
地
域
の
力
で
青
少
年
の
健
全
育
成
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

今
年
も
青
少
年
健
全
育
成
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
1
日（
日
）　

午
前
9
時
〜

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容　

青
少
年
健
全
育
成
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

表
彰
式　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン「
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会
朝
日
少
年
教
室
」

　

講　

演　

講
師　

荒
巻　

仁　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
パ
ジ
ャ
ン
グ
ル
代
表
）

　

ポ
ス
タ
ー
展
示

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

青
少
年
健
全
育
成
大
会

〜
明
日
を
担
う
青
少
年
の
た
め
に
〜

日　

時　

平
成
26
年
1
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら
式
典

場　

所　

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

新
成
人
対
象
者

　

平
成
5
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
町
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
あ
れ
ば
、
住
民
票
が
な

く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

成
人
の
つ
ど
い
実
行
委
員
募
集

　

成
人
式
終
了
後
、
地
区
ご
と
に
新
成
人
が
主
催
す
る
「
成

人
の
つ
ど
い
」
の
企
画
や
運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
数　

各
地
区
10
人
程
度

申
込
・
問
合
せ
先

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
　

☎
３
４
―
２
０
０
０

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宮
崎
分
館　

☎
３
２
―
７
７
１
２

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館　

☎
３
７
―
７
７
１
２

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館　

☎
３
６
―
７
７
１
２

平
成
25
年
度
成
人
式
の
お
知
ら
せ

平成25年度 工事等発注一覧（250万円以上） 9月16日～10月15日

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成24年度（繰）町道宮前線消雪施設整備工事（その３） 5,439,000 円 ㈱大生 建 設 課

平成24年度（繰）町道宮前線消雪施設整備工事（その４） 4,599,000 円 飛田電気商会 建 設 課

平成24年度（繰）町道宮前線消雪施設整備工事（その２） 4,242,000 円 丹南開発㈱ 建 設 課

平成24年度（繰）町道宮前線消雪施設整備工事（その１） 2,803,500 円 児玉水道工業所 建 設 課

平成25年度町道樫津久長１号線道路改良工事 2,667,000 円 前田建設㈱ 建 設 課

平成25年度越前北部簡易水道蒲生導水管保護工事 7,665,000 円 ㈱大生 上下水道課

平成25年度織田地区農道舗装その１工事 14,364,000 円 山中建設㈱ 農林水産課

平成25年度林道厨小曽原線法面保全工事 4,206,300 円 ㈱大生 農林水産課

平成25年度林道越前西部３号線法面保全工事 4,200,000 円 オタ建設㈱ 農林水産課

平成25年度朝日南プール管理棟改修工事 2,457,000 円 ㈱四ヶ浦建設 生涯学習課



抽選は、午前9時から午後4時まで会場内抽選コーナーで行っています。抽選は、午前9時から午後4時まで会場内抽選コーナーで行っています。

（先着順）
午前9時からチケット販売開始、限定500食（各日）
セイコガニ汁の引換は午前9時30分から行います。

（先着順）
午前9時からチケット販売開始、限定500食（各日）
セイコガニ汁の引換は午前9時30分から行います。

主催　越前かにまつり実行委員会（越前町観光協会内）　問合せ先　☎37 1234
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男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

国際交流室から一言

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

第 98 回

男女共同参画室　 ☎34 ｰ 8715問合せ先

気づき落語 in 新庄ふれあい会館

　新庄ふれあい会館運営委員会（朝日地区）は、県内で評判の
落語家　はやおき亭貞九郎さんをお招きし男女共同参画気づき
事業を実施しました。
　9月23日には、子どもからお年寄りまで60人の区民が集まり、
落語とリラックス体操で頭と体をほぐすことができました。
　アンケートでは、 「久しぶりに大笑いできて楽しかった。」、 
「社会問題などを聞かせてもらい、死ぬまで勉強だと思った。」、
「男女共同参画の意味を最初からわかりやすく教えてくれた。今
年で5回目だが一番良かった気がする。」、 「これからもこの事業
が続くよう、地域で協力したい。」など、多くのうれしいコメン
トがあり、運営委員一同喜んでいます。

▲「アッハッハ！なるほどなぁ…」

▲「本日は、悔悟（介護）の酒というお話を…」

～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～
織田地域コミュニティ運営委員会

　10月12日、13日の両日、劔神社でおたまつりが開
かれました。
　12日には前夜祭として織田地区で活動するバンドの
ライブや、県内外のダンスチームのパフォーマンスな
どが行われました。
　13日は、「ふれ太鼓」の織田地区内巡行に始まり、神
社境内では地区内3保育園の太鼓、鼓笛演奏が披露され
ました。その後、今年初めての試みとして、大太鼓「明
神」と3台の山車を約150人の住民が引き、劔神社周
辺を巡行しました。山車の上では、各支部が「だいずり」
演奏を披露し、大勢の人でにぎわいました。また、織
田音頭、やんしきでも、来場者による大きな踊りの輪
が広がり、まつりは大盛況のうちに終わりました。
　また、まつりの前の9月29日には、生活環境部会企
画の環境美化活動が行われ、地区内がとてもきれいに
なりました。
　今後も、子どもから大人まで参加するまちづくりを
目指し、さまざまな活動を行っていきます。

委員会

　

農
作
物
な
ど
へ
の
獣
害
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
な
ど
の
獣
肉
を
食
材
と
し
て
利
活
用
す
る
、
ジ
ビ
エ
料
理
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　
　

時　

12
月
4
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時（
受
付 

午
前
9
時
30
分
〜
）

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

2
階 

調
理
室

　
　
　
　
　
（
内
郡
13ｰ

19ｰ

3
）

講　
　

師　

ビ
ス
ト
ロ
ぷ
ぅ
・
あ
・
ぷ
ぅ　

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
池
田
雅
直
さ
ん

参
加
料　

無
料

募
集
定
員　

20
人

募
集
締
切　

11
月
29
日
（
金
）

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
（
先
着
順
）
締
切
り
と
し
ま
す
。

講
習
会
で
紹
介
す
る
ジ
ビ
エ
料
理
は
「
家
庭
で
の
ジ
ビ
エ
料
理
レ

シ
ピ
集
」
と
し
て
、
後
日
、
希
望
者
に
配
布
予
定
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

丹
南
農
林
総
合
事
務
所
丹
生
分
庁
舎　

☎
３
４ｰ

１
７
９
０

シ
シ
肉
や
シ
カ
肉
を
家
庭
料
理
で
食
べ
よ
う
！

「
家
庭
で
簡
単
に
！
ジ
ビ
エ
活
用
料
理
講
習
会
」

※ 「ジビエ」とは、フランス料理
の用語で、狩猟によって食材と
して捕獲された野生の鳥獣のこ
とです。

▲講習会で紹介するジビエ料理の
イメージ
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織
田
文
化
歴
史
館
の
企
画
展
覧
会
に
あ
わ
せ
、
外
部
講
師

を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
日
本
海
を
通
じ
た
朝
鮮
半
島
と
日
本
と
の

交
流
に
つ
い
て
、
福
井
県
を
中
心
と
し
た
全
国
的
な
視
点
か

ら
、
そ
の
歴
史
的
な
動
向
や
背
景
に
せ
ま
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
　

時　

11
月
24
日（
日
）　

午
後
1
時
30
分
開
演

会　
　

場　

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

※
会
場
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

演　
　

題　
「
越
の
古
代
と
日
本
海
」

講　
　

師　

佛
教
大
学
歴
史
学
部
教
授　

門
田
誠
一 

さ
ん

聴
講
料　

無
料

定　
　

員　

先
着
１
３
０
人

　

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６ｰ

２
２
８
８

「
う
つ
わ
に
咲
く
花
々
」

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
短
い
期
間
、
越
前
町
内
で
生

産
さ
れ
て
い
た
色
絵
陶
器
に
関
係
す
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会　
　

期　

11
月
10
日（
日
）〜
12
月
1
日（
日
）

　
　
　
　
　

※
会
期
中
、
展
示
替
が
あ
り
ま
す
。

開
館
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

会
期
中
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

会　
　

場　

雨
田
光
平
記
念
館

観
覧
料　

一
般
１
０
０
円　

団
体
（
20
人
以
上
）　

80
円

　

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

入
館
の
際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る
も
の
を

お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

　
　

講
師　

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

松
本
淳
園
長

※
申
込
み
は
不
要
、

観
覧
料
の
み
で

参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　

雨
田
光
平
記
念
館

　
　

☎
３
６ｰ

２
６
６
６

織
田
文
化
歴
史
館記念

講
演
会
の
お
知
ら
せ

雨
田
光
平
記
念
館企画

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

　

記
念
館
で
は
企
画
展
覧
会
の
展
示
作
業
の
た
め
、
次
の
期

間
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

臨
時
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
織
田
文
化
歴
史
館

（
☎
３
６ｰ

２
２
８
８
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
休
館　

11
月
5
日（
火
）〜
9
日（
土
）

　

松
・
入
尾
地
区
で
、
収
穫
祭
・
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

お
昼
に
は
、
地
元
で
と
れ
た
食
材
を
使
っ
て
の
食
事
会
を
実

施
し
ま
す
。（

松
汁
・
昭
和
の
学
校
カ
レ
ー
な
ど
）
ま
た
、

ち
ぎ
り
絵
や
絵
手
紙
、
い
も
洗
い
機
な
ど
の
作
品
を
展
示

し
、
干
し
柿
づ
く
り
、
手
芸
な
ど
の
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

11
月
16
日（
土
）　

午
前
11
時
〜
午
後
2
時

場　
　

所　

旧
萩
野
小
学
校

松
分
校
（

松
24ｰ

37
）

参
加
料　

５
０
０
円

定　
　

員　

80
人

申
込
期
限　

11
月
8
日（
金
）

申
込
・
問
合
せ
先　

昭
和
の
学
校

松
分
校
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

担
当　

林　

晴
美　

☎
３
６ｰ

０
０
１
６

　

平
成
25
年
10
月
〜
平
成
26
年

4
月
の
毎
月
第
3
日
曜
日
は
、

小
学
生
以
下
の
人
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
ハ
ウ
ス
越
前
の
プ
ー
ル
が
入

館
無
料
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
！

※
・
付
き
添
い
の
人
、
中
学
生

以
上
の
人
は
入
館
料
が
必

要
で
す
。

　

・
小
学
校
3
年
生
以
下
の
人
に
は
必
ず
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要
で
す
。

　

・
プ
ー
ル
の
ご
利
用
に
は
帽
子
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
・
露
天
風
呂
漁
火

　
　
　
　
　

☎
３
７ｰ

２
３
６
０

雨
田
光
平
記
念
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

収
穫
祭
・
文
化
祭

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
キ
ッ
ズ
デ
イ
入
館
無
料
！

　

越
前
町
内
外
か
ら
織
田
陶
房
わ
づ
み
館
に
集
ま
っ
て
、
う

つ
わ
や
オ
ヴ
ジ
ェ
な
ど
作
品
制
作
に
励
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の

作
品
発
表
会
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会　
　

期

　

11
月
9
日（
土
）〜
16
日（
土
）　

※
無
休

開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

※
初
日
9
日
は
午
後
1
時
開
館
、
最
終
日
16
日
は
正
午
閉

館
と
な
り
ま
す
。

会　
　

場　

越
前
町
織
田
交
流
館

　
　
　
　
　
（
織
田
文
化
歴
史
館
と
な
り
・
雨
田
光
平
記
念
館
2
階
）

観
覧
料　

無
料

問
合
せ
先　

織
田
陶
房
わ
づ
み
館　

☎
３
６ｰ

１
９
２
２

「
第
10
回
わ
づ
み
館
作
品
展
」

11月11月のの越前陶芸村文化交流会館イベント情報越前陶芸村文化交流会館イベント情報 入館
無料

11月の休館日  5日・11日・18日・25日　　開館時間  午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

珈琲サロン「Coin Café  越前焼で珈琲時間」
好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！（常設）

越前焼青年部会展示会

「In the box 展  ～陶の贈り物～」　
11月30日（土）～12月8日（日）

四
つ
子
の
き
つ
ね
に
よ
る
サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
団

　

今
年
で
第
8
回
を
む
か
え
る
越
前
町
音
楽
祭
は
、
町
内
の

音
楽
団
体
の
皆
さ
ん
と
サ
キ
ソ
フ
ォ
ッ
ク
ス
を
迎
え
て
開
催

し
ま
す
。

　

サ
キ
ソ
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
お
け
る
絵
本

の
よ
う
な
役
割
が
で
き
れ
ば
…
と
誕
生
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
に
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
が
率
い
る
吹
奏

楽
団
に
参
加
し
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
全
国
各
地
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
、
現
在
ま
で
に
2
枚
の
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
し

て
い
ま
す
。
き
つ
ね
た
ち
が
奏
で
る
多
彩
な
音
楽
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

　

開
場　

午
後
0
時
30
分

　

開
演　

午
後
1
時

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
者 

え
ち
ぜ
ん
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、楓
の
会（
尺
八
）、

 

越
前
町
民
混
声
合
唱
団
、
サ
キ
ソ
フ
ォ
ッ
ク
ス

入
場
料　

無
料

主
催
者　

越
前
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

２
０
１
３ 

越
前
町
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
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●予約制（匿名でも可）　●相談時間は、一人４５分程度（内容により時間が前後することがあります。）

「心をいやす相談会」のご案内  

保健衛生課　☎34 ｰ 8710

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

　「ひどいストレスを感じている」、「気持ちが落ち込んでいる」、「人間関係に悩んでいる」、
「眠れない」など、つらい気持ちをひとりで抱えていませんか？
　からだと同じようにこころが疲れることは誰にでもあることです。こころの専門家に相談
することはけっして特別なことではありません。カウンセラーと話すことでこころが軽くなっ
たり、解決の糸口が見つかることもあります。お気軽にご相談ください。

　今年の４月から定期予防接種として実施されている小児用肺炎球菌ワクチンは、７種類の肺炎
球菌の成分が含まれた７価ワクチンが使用されていましたが、新たに６種類が追加され計１３種類
の肺炎球菌の成分が含まれる１３価ワクチンに切り替わります。これにより、従来よりも多くの種
類に対して予防効果が期待できると考えられています。

●すでに７価小児用肺炎球菌ワクチンで決めら
れた接種回数が終了している人は定期接種で
１３価ワクチンを受けることはできません。

●７価ワクチンで接種を開始している人も、１１月
１日からは１３価ワクチンで残りの回数を受け
ることになります。

接　　種　　方　　法

１１月１日から変わります！

日　時 12月1日（日）
10：00～ 12：00　（受付：9：30～）
 ＊年度当初の予定より日程変更しています

場　所 織田保健福祉センター

内　容 ●妊娠中のからだの変化と栄養の話
●ヘルシーランチの試食
 ＊妊婦模擬体験、赤ちゃん抱っこ体験も
　できます

料　金 無料

持ち物 母子健康手帳

申込み 11月28日（木）までに電話で
お申し込みください（予約制）

※パートナーやお子さんと一緒の参加も可能です。お申し込みの際にお知らせください。※パートナーやお子さんと一緒の参加も可能です。お申し込みの際にお知らせください。

健康増進室　☎36－1375申込・問合せ先



妊娠中は心もからだも大きく変化します。
この時期を不安なく過ごし、安心して新しい家族を

迎えられるよう、町ではマタニティスクールを実施しています。

ぜひご参加ください。ぜひご参加ください。

妊娠中は心もからだも大きく変化します
ママタタニニテティィススククーー

ルルののおお知知ららせせ

小児用肺炎球菌ワクチン１３価への小児用肺炎球菌ワクチン１３価への
切り替えについてのお知らせ切り替えについてのお知らせ

○健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持参
ください。

　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人
　　（必ず、事前に申し込んでください）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行ってい
ます。

　各健診日の3日前までに電話でお申し込みください。
　＊大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
　＊健康診査と同じ時間帯に、肝炎ウイルス検査および前立腺がん検診（血液検査）を実施しています。

健康増進室  ☎36 ｰ 1375　　保健衛生課  ☎34 ｰ 8710問合せ先

実　施　日 会　　場 受付時間 健康診査 肺がん
検診

胃がん
検診

乳がん
検診

子宮
頸がん
検診

11月26日（火）
朝日保健センター
（朝寿殿）
★午後はレディース
　健診

 8 ：30～ 9 ：30 ●
 9 ：00～ 10 ：00 ● ●
 13：00～ 14 ：00 ★ ★ ★ ★

12月 1 日（日）
織田農村環境改善
センター
（サンライズ織田）

 8 ：30～ 9 ：30 ●
 9 ：00～ 10 ：30 ● ●
 9 ：15～ 10 ：15 ● ●

12月17日（火）
※今年最後の
　集団健診です

織田コミュニティ
センター

 8 ：30～ 9 ：30 ●
 9 ：00～ 10 ：00 ● ●
13：15～ 14 ：15 ● ●

肺がん 胃がん 乳がん 子宮肺ががん 胃胃がん 乳がん 子宮子宮宮宮

成人の健康診査のご案内成人の健康診査のご案内

※１３価ワクチンで１回目からのやり直しは行い
ません。

11月27日（水）
午後1時30分～午後4時
織田保健福祉センター

無　料

千
せ ん

崎
ざ き

　愛
あ い

 さん（臨床心理士）

日　時

カウンセラー

場　所

料　金

子どもの発達相談や、スクールカウ
ンセラー、大人のストレス相談など
幅広い経験をもったカウンセラー
が応じます。

申込・問合せ先
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謎を解くヒント現場にあるという 松村　典子
片べりの履物借りるむずかしさ 武藤　久子

サスペンス右脳の力謎を解く 山内　千代
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納税のお知らせ
国民健康保険税　第5期

納期限   　12月2日（月）税務課  ☎34 ｰ 8709問合せ先

★家屋の固定資産税について
Ｑ： 固定資産税の家屋調査は何をするのですか？
Ａ： 新築または増築された家屋は、建築年の翌年度から固定資産税が課税されます。その税額の算定の基
となる評価額を算出するために、家屋調査を行います。家屋の調査方法は、町の税務課職員がお伺いし、
家屋の屋根・外壁・間取り・内部仕上げ・建築設備などを確認して、1時間程度で終了します。調査に伺
う前に電話や通知書でご依頼しますので、ご都合のよい日時をご連絡ください。なお、調査の際に家
屋の平面図・設計書など準備いただけますとより正確で迅速な調査を実施できますので、ご協力をお願
いします。

Ｑ： 新築にあたって、既存の家屋を取り壊したのですが？
Ａ： 既存家屋の全部もしくは一部を取り壊された場合は、税務課までお知らせいただき、届出書を提出し
てください。新築または増築された家屋の調査時などに確認を行い、翌年度から取り壊した家屋の固
定資産税が課税されなくなります。

Ｑ： 新築住宅には軽減措置があると聞きましたが？
Ａ： 新築された住宅については、一定要件に当てはまる場合、固定資産税や不動産取得税が減額されます。
 【固定資産税】
◆新築住宅… 下表に該当する新築の住宅について、固定資産税額（1戸あたり120㎡まで）の2分の

1が一定期間減額となります。なお、適用を受けるための申請は不要です。

 

区　　分 床面積（１戸あたり） 適用期間

一般住宅
（木造・非木造）

○専用住宅（50㎡以上280㎡以下）
○共同住宅（40㎡以上280㎡以下）
○併用住宅（居住部分が2分の1以上で、
　居住部分が50㎡以上280㎡以下）

新築後3年間

３階以上の
中高層耐火住宅など 新築後5年間

◆その他の減額措置…
 認定長期優良住宅を新築した場合や住宅の耐震改良、バリアフリー改修、省エネ改修な

どに伴う工事を行った場合、それぞれの一定要件をみたした家屋について、固定資産税
が減額されます。

 詳しくは、税務課固定資産税係までお問い合わせください。 ☎34-8709

　【不動産取得税】
◆新築住宅…延べ床面積（既存の物置、車庫を含む）が50㎡以上240㎡以下（1戸建以外の貸家につ

いては40㎡以上240㎡以下）である新築住宅については、固定資産評価額が、1戸につ
き1,200万円控除されます。

◆中古住宅…不動産取得日・新築年月日によって控除額がかわります。

 

詳しくは、福井県税事務所課税第2課までお問い合わせください。
☎0776-21-8273

子育て支援課  ☎34－8725問合せ先

子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e

　秋が深まり、風が少しずつ冷たくなってきました
ね。室内で過ごすことが多くなるこの季節、親子で
絵本を楽しみませんか？

絵本大好き！

3歳児からはいろんなお話を読んであげましょう。

赤ちゃんは“オノマトペ”が好き！

絵本は人と人との楽しい “ コミュニケーションツール ” です。
膝に抱っこしながら、眠る前 添い寝をしながら…など、ちょっ
とした すきま時間でもよいので、読んであげましょう。こども
は家族に読んでもらうお話が大好きです。

こどもは、自分がお話の主人公になるなど、さまざまなイメージを膨ら
ませることのできるファンタジーな世界を楽しむようになります。お
母さん（家族のどなたでも）に絵本を読んでもらうことは、こどもにとっ
て家族からの愛情を感じる、とても素敵で大切な時間になりますよ。

1歳前後の赤ちゃんが初めて話す言葉は「マンマ」「ブーブー」など、繰り
返しのある “オノマトペ ”がほとんどと言われています。オノマトペはリ
ズムがあって、言葉の響きが面白く、自然に2回繰り返して言っています。
私たち大人も赤ちゃんに「ニャーニャーいるね」などと話しますよね？　
赤ちゃんにはオノマトペによる言葉の響きが楽しい絵本もおすすめです。

検査・相談日 場　　　　　所 検査結果説明日時 検査・相談費用
12月1日（日）

午後2時～午後4時
丹南健康福祉センター鯖江庁舎
鯖江市水落町1丁目2 ｰ 25

12月8日（日）
午後2時～午後4時 無　料

セ　ン　タ　ー　名 通　常　検　査 夜　間　検　査

丹南健康福祉センター（鯖江） 第2火曜日
午後1時～午後2時

第4月曜日
午後5時～午後7時

丹南健康福祉センター（武生） 第4火曜日
午後1時～午後2時

■ エイズ検査普及週間のおける休日エイズ相談・検査

■ エイズ検査（毎月実施）

エイズ相談・検査のお知らせ

丹南健康福祉センターでは、「世界エイズデー」
に合わせて、休日エイズ相談・検査を実施します
ので、お気軽にご利用ください。

１２月１日（日）は、
「世界エイズデー」です。

丹南健康福祉センター（鯖江）　☎51 ｰ 0034
丹南健康福祉センター（武生）　☎22 ｰ 4135

問合せ先



解けるまで待つことにした妻の乱 司辻　文子
難語句や難問解いてくれる辞書 向當みつ子

母の荷を解くと田舎が跳んで出る 上坂　末男
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★「がっちゃんの おはなしかい」
が開かれました！★

★2013（第67回）「読書週間」★

「図書館システム」が
新しくなりました！

休館中、利用者の皆さんには
大変ご迷惑をおかけしました。
新機能が増えた図書館システムを、
どうぞご利用ください。

2013読書週間標語は、
「本と旅する 本を旅する」

皆さんのご来館お待ちしています。皆さんのご来館お待ちしています。

11月の越前町関連の番組放送時間表
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

◎ 「 J r .＋（ジュニアプラス）」
英語で遊ぼう！楽しい英語ふれあい事業
【11月23日（土）～11月29日（金）】
① 8：30～ 8：40　　②13：30～13：40
③18：30～18：40　　④22：30～22：40

◎ 「～丹南ふれあい百景～  おたっしゃ珍道中」
「山の幸・海の幸てんこもり！越前町商工祭」の巻
【11月2日（土）～11月8日（金）】
① 9：00～ 9：15　　②14：00～14：15
③21：00～21：15

◎ 「地域の様々な活動紹介 いきいき羅針盤」
越前町宮崎地区文化祭
【11月16日（土）～11月29日（金）】
①11：30～11：42　　②16：30～16：42
③20：30～20：42
※土曜日は20：30枠のみの放送

◎ 「越前町いきいき情報局」
「越前かにまつり」
【11月9日（土）～11月15日（金）】
「消費者相談窓口からのお知らせ」
【11月16日（土）～11月29日（金）】
① 7：55～ 8：00　　②12：55～13：00
③19：55～20：00

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　　  ☎21－3277
　　　　　URL　http://www.t-catv.co.jp

※その他の番組の放送予定は、電話または
　ホームページでご確認ください。

気をつけること

　現代社会は高度情報通信社会と呼ばれ、携帯電話・スマートフォンやパソコンなど
からいつでもどこでも、気軽にインターネットに接続でき、大変便利になっています。
　その一方で、様々なネットいじめやネット犯罪が起き、それに子どもが巻き込まれ
るケースが増加しています。
　今月号からインターネットトラブルの代表的な事例とその対処法を紹介します。

スマートフォン・タブレット
特有の新たなトラブル

Trouble 第1回

　スマートフォンには、携帯電話事業者以外の回線も利用できる無線LAN機能が搭載されています。通常は、
ID・パスワードによる認証をへなければ無線LANのアクセスポイントには接続できませんが、中には誰でも自
由に接続できるアクセスポイントが存在します。いわゆる、「野良アクセスポイント」と呼ばれるもので、子ど
もたちの間では「野良AP」、「野良ポ」などと呼ばれています。単にセキュリティなどの設定を行っていない、誰
でもアクセスできる状態になっている場合もありますが、通信内容を窃取するために利用者を待ち構えている
アクセスポイントもあるといわれています。無料だからといって安易に利用してはいけません。ゲーム機な
どから接続する子どもも多いため、保護者は注意が必要です。

不審な無線LANのアクセスポイントへの接続に伴う通信内容の流出

① 不審な無線LANのアクセスポイントの
危険性を理解する

 ● 無線LANのアクセスポイントは、様々な
目的で設置されており、誰でも接続でき
るアクセスポイントの中には、不正な目
的で設置されているものがあるといわ
れています。

② 通信内容が盗まれ悪用される危険性が
あることを理解する

 ● 通信内容が窃取される危険性があるた
め、不審な無線LANのアクセスポイント
に接続してはいけません。

 ● 通信内容が窃取されると、名前や住所、
電話番号などの個人情報が盗まれて悪
用されたり、クレジットカード番号が盗
まれて多額の請求が届いたりする恐れ
があります。

子ども

① 機能制限サービスやフィルタリングを
利用する

 ● スマートフォンの機能を制限するサー
ビスを、携帯電話事業者やセキュリティ
ソフト事業者が無料・有料で提供してい
ます。子どもの無線LAN経由でのイン
ターネット接続を禁止することもでき
るので、必要に応じて利用しましょう。
また、端末に別途フィルタリングソフト
をインストールすると無線LAN利用時
にもフィルタリング機能を利用するこ
とができます。

保護者

トラブル
注意報

TTrrr
ooouu
blee ccautiioooonnss

TTTroubleecautioo
nss

ル
報

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

主催：公益社団法人　読書推進運動協議会

　10月4日、宮崎コミュニティセンターで我
が

喜
き

屋
や

啓子先
生によるおはなし会が開かれました。参加した保育所園
児40人は、絵本や小道具を使ったお話を聞いたり、わ
らべうたや手遊びを一緒に楽しみました。また、本を見
ずにお話を語るストーリーテリングでは、「おはなしの ろ
うそく」をつけた部屋で、お話の想像の世界に入り込ん
でいました。た。

手遊びをする5歳児の
皆さん

手遊びをする5歳児の
皆さん

ストーリーストーリー
テリングテリング

おはなしの
ろうそく
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実　施　日 場　　所 電話番号

11月12日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

11月 8 日（金） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

11月 7 日（木） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

11月 7 日（木） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

11月21日（木） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

11月12日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

11月 7 日（木） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。
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片べりへ企業戦士の靴の底 原　　榮子
片べりの靴へ初年金が来る 関谷美和子

おはよう !  からはじめる家族時間  ～工夫して家族の時間を増やしましょう～
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先
月
か
ら
祭
り
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
催
さ

れ
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
小

さ
な
祭
り
か
ら
大
き
な
祭
り
ま
で
様
々
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
土
地
独
特
の
色
が
出
て
い

て
、
同
じ
祭
り
は
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
や
は
り
、
祭
り
は
人
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
か
ら
人
が
違
え
ば
色
も
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
お
祭
り
と
い
え
ば
太
鼓
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
私
に
は
あ
り
ま
す
。
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
気
分

が
高
揚
し
て
き
ま
す
。

聞
き
な
れ
な
い
リ
ズ

ム
で
も
太
鼓
の
音
と

い
う
だ
け
で
気
分
が

高
揚
す
る
の
は
、
日

本
人
の
遺
伝
子
に
刻

み
こ
ま
れ
て
い
る
か

ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

人口と世帯
（10月1日現在）

　

10
月
10
日
に
行
わ
れ
た
、「
あ
つ
ま
れ
！

ち
ょ
っ
ぽ
の
こ
」
で
の
一
コ
マ
で
す
。

　

今
回
が
初
と
な
る
町
内
5
か
所
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
で
、

た
く
さ
ん
の
親
子
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

自
由
遊
び
の
時
間
に
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
動

き
回
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
、
会
場
が
一
気

に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

人　口 23,461人

　男 11,332人
　女 12,129人
世帯数 7,386戸

（前月より25人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
66

――
劔劔

つ
る
ぎ

つ
る
ぎ

神
社
編
―

神
社
編
―

学
芸
員
Ｈ
と
Ｅ
子
さ
ん
は
、
織
田
神
社
の
前
で
お
参
り
を

終
え
、社
殿
を
眺
め
て
い
る
。

Ｅ
子 

織
田
は
も
と
も
と
、
オ
リ
タ
だ
っ
た
と
い
う
話
で

し
た
。

学
Ｈ 

『
延
喜
式
神
名
帳
』（
一
〇
世
紀
）
で
は
、
織
田
神
社

は
「
ヲ
リ
タ
」
と
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い

ま
の
オ
タ
は
、
ヲ
リ
タ
が
縮
ま
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

ヲ
リ
タ
っ
て
、な
ん
で
す
か
？

学
Ｈ　

私
は
、
織
っ
た
と
い
う
織
物
関
係
の
地
名
と
見
て

い
ま
す
。
ヲ
ッ
タ
、ヲ
ッ
タ
。
ヲ
リ
タ
、ヲ
リ
タ
、オ

タ
と
い
う
わ
け
で
す
。

Ｅ
子　

ヲ
ッ
タ
が
、オ
タ
に
な
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
か
。
ま

さ
か
。

学
Ｈ　

隣
の
朝
日
地
区
に
、糸
が
生
ま
れ
る
と
書
い
て
、糸

生
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
が
、地
元
に
は
、糸
生

で
つ
く
っ
た
糸
を
織
田
に
持
っ
て
行
っ
て
織
っ
た

の
で
オ
タ
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
糸
生
な
の
で
、
そ
の
話
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
Ｈ　

た
だ
の
言
い
伝
え
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
と
も
言
え
な
い
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
劔
神

社
の
社
伝
に
は
、「
貴
女
ア
リ
、常
々
機
織
ヲ
営
ミ
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
『
越
前
国
名
蹟
考
』
と
い
う
書

物
に
は
、「
織
田
大
明
神
は
蚕
神
を
崇あ
が

む
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子　

織
田
大
明
神
と
は
、
こ
ち
ら
の
織
田
神
社
の
こ
と

で
す
よ
ね
。

学
Ｈ　

そ
う
な
ん
で
す
が
、

も
と
の
織
田
神
社
の

場
所
は
よ
く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

候
補
と
し
て
鎌
坂
の

鏡
宮
が
有
力
で
す

（
写
真
１
）。

Ｅ
子　

鎌
坂
と
い
え
ば
、
奈

良
時
代
の
瓦
を
焼
い

た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

学
Ｈ　

こ
こ
か
ら
白
山
が

き
れ
い
に
見
え
ま

す
（
写
真
２
）。
詳
し

く
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、

白
山
と
蚕
さ
ん
の
信

仰
は
深
い
関
係
が
あ

る
と
言
い
ま
す
。

Ｅ
子　

蚕
か
ら
糸
が
取
れ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
当

然
織
物
と
関
係
が
出

て
き
ま
す
ね
。
蚕
神

や
機
織
り
の
女
性
の

話
が
あ
る
の
で
、
織
田
の
あ
た
り
は
昔
か
ら
織
物

が
盛
ん
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

学
Ｈ　

は
い
。
し
か
も
織
物
と
い
え
ば
、渡
来
系
氏
族
の
秦は
た

氏う
じ

が
関
与
し
た
と
も
言
い
ま
す
。

Ｅ
子　

渡
来
人
、聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
し
か
古
墳

時
代
に
日
本
に
渡
っ
て
き
た
人
々
で
す
ね
。

学
Ｈ　

四
、五
世
紀
ご
ろ
に
や
っ
て
来
た
技
術
者
集
団
で

す
。
と
く
に
秦
氏
は
新
羅
系
だ
と
言
わ
れ
て
い
て
、

越
前
に
多
く
い
た
氏
族
で
す
。

Ｅ
子　

機
織
り
の
ハ
タ
が
秦
氏
の
ハ
タ
と
つ
な
が
る
と
か
。

学
Ｈ　

は
い
。
そ
の
説
も
あ
り
ま
す
。
ハ
タ
は
朝
鮮
語
の

「
海
（
パ
タ
）」
か
ら
来
て
い
て
、
古
代
日
本
語
の
海

神
・
綿わ
た

津つ

見み

の
ワ
タ
に
対
応
す
る
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
。
あ
と
秦
氏
の
祖
先
は
、中
国
の
秦
の
始
皇

帝
だ
と
も
言
い
ま
す
。

Ｅ
子　

い
ろ
ん
な
説
が
あ
っ
て
、や
や
こ
し
い
で
す
ね
。

学
Ｈ　

諸
説
は
い
い
と
し
て
、
実
際
に
奈
良
時
代
の
越
前

町
に
秦
氏
が
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子　

千
年
以
上
も
前
に
織
田
に
秦
氏
が
い
た
ん
で
す
ね
。

学
Ｈ　

し
か
も
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
織
田
な
ど
の
丹
生

山
地
に
朝
鮮
半
島
の
モ
ノ
が
次
々
と
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

Ｅ
子　

先
月
の
え
ち
ぜ
ん
年
代
記
、読
み
ま
し
た
。
た
し
か

番
城
谷
山
と
い
う
古
墳
だ
っ
た
か
な
。

学
Ｈ　

は
い
。
一
六
〇
〇
年
前
の
新
羅
系
の
陶
質
土
器
で

す
。
越
前
焼
の
源
流
と
な
る
焼
物
で
す
。
越
前
焼

と
い
え
ば
、
織
田
文
化
歴
史
館
に
展
示
が
あ
り
ま

す
の
で
、行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
。

ふ
く
い
の
漁ぎ

ょ

撈ろ
う

文
化
を
考
え
る

　

日
本
列
島
に
お
け
る
漁
業
の
開
始
は
、
縄

文
時
代
早
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
旧
石

器
時
代
に
は
考
古
学
的
な
痕
跡
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
縄
文
時
代
に
な
る
と
漁
撈
関
係

の
遺
物
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
一
般
的

に
漁
法
に
は
網
漁
法
・
釣
漁
法
・
刺
突
漁
法

が
あ
り
、
漁
撈
活
動
の
活
発
化
と
と
も
に
そ

れ
ぞ
れ
の
漁
法
に
適
し
た
漁
具
を
発
達
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
日
本
海
に
面
し
た
福
井
県
も

漁
業
の
盛
ん
な
地
域
で
、
遺
跡
か
ら
漁
具
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
県
内
出
土

の
考
古
資
料
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
網
漁
法
の
考
古
資
料
を
取
り
あ
げ
ま

す
。
漁
具
の
材
料
は
植
物
質
で
腐
っ
て
残
り

に
く
い
た
め
、
網
漁
法
を
知
る
遺
物
と
し
て

は
網
に
と
も
な
う
錘お
も
り
に
な
り
ま
す
。
錘
は
漁

網
を
水
中
に
沈
め
、
浮う

子き

と
併
用
し
て
網
を

水
中
で
安
定
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。
石せ
き

錘す
い
・
土ど

錘す
い
・
陶と
う

錘す
い
・
貝か
い

錘す
い

な
ど
の
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

県
内
で
は
多
く
の
遺
跡
で
錘
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
越
前
町
で
は
栃
川
遺
跡
出
土

の
縄
文
時
代
の
石
錘
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
﹇
写

真
１
―
１
〜
７
﹈。
扁
平
な
石
の
両
端
を
打

ち
欠
い
た
も
の
で
、
長
軸
方
向
に
紐
を
掛
け

ま
す
。
縄
文
時
代
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前
葉

ご
ろ
の
も
の
で
、
い
ま
か
ら
約
五
〇
〇
〇
年

前
に
な
り
ま
す
。
ま

と
ま
っ
て
出
土
し
た

こ
と
か
ら
、
魚
を
捕

る
と
き
の
網
の
錘
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
越
前
町

の
佐
々
生
窯
跡
出
土

の
陶
錘
が
あ
り
ま
す

﹇
写
真
１
―
８
﹈。
陶

錘
は
須
恵
器
製
で
、
長
さ
五
・
二
セ
ン
チ
、
幅

一
・
九
セ
ン
チ
の
も
の
で
す
。
棒
に
粘
土
を

巻
き
つ
け
て
成
形
し
、
そ
れ
を
引
き
抜
い
た

あ
と
両
端
を
切
り
取
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
時

代
の
も
の
で
す
。
本
窯
跡
で
は
坏
蓋
・
坏
身
・

高
坏
・
甕
・
鉢
な
ど
の
日
常
雑
器
や
瓦
塔
・

鉄
鉢
な
ど
の
仏
具
と
と
も
に
、
漁
具
も
つ

く
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

つ
ぎ
に
釣
漁
法
の
考
古
資
料
を
取
り
あ
げ

ま
す
。
代
表
的
な
遺
物
は
釣
針
で
す
。
そ
の

素
材
は
鹿
の
角
や
青
銅
・
鉄
製
品
で
あ
り
、形

も
多
様
で
す
。
狙
う
魚
の
種
類
や
環
境
の
変

化
に
応
じ
た
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

越
前
町
で
釣
針
の
出
土
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

県
内
で
は
坂
井
市
に
二
例
存
在
し
ま
す
。

　

西
谷
遺
跡
の
鉄
製
の
釣
針
は
長
さ
五
・

一
五
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
、
針
先
に
逆か
え
り刺
が

つ
き
ま
す
﹇
図
１
﹈。
ち
も
と
（
糸
を
結
ぶ
箇

所
の
こ

と
）
の
部

分
に
木
質

が
確
認
で

き
る
た
め
、

ソ
ケ
ッ
ト
状
に
木
を
装
着
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
釣
針
と
い
う
よ
り
魚
な
ど
を
取

り
込
む
さ
い
に
引
っ
か
け
る
鉤か
ぎ

か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
一
緒
に
出
土
し
た
土
器
か
ら
三
世
紀

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
刺
突
漁
法
の
考
古
資
料
を
取
り
あ

げ
ま
す
。
代
表
的
な
遺
物
が
ヤ
ス
・
モ
リ
な

ど
の
刺
突
具
で
す
。
福
井
市
の
饅
頭
山
１
号

墳
（
五
世
紀
中
ご
ろ
）
の
埋
葬
施
設
で
出
土

し
ま
し
た
。
中
心
に
直
線
状
の
も
の
を
、
そ

の
外
側
に
ク
ラ
ン
ク
状
に
湾
曲
す
る
も
の

を
配
置
し
、

先
端
の
片

側
に
逆
刺

が
あ
り
ま

す
﹇
図
２
﹈。

古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
物
は
海
に
関
係
し
た

首
長
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
取
り
あ
げ
た
遺
物
は
現
在
、
織
田
文

化
歴
史
館
の
企
画
展
覧
会
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室　

学
芸
員　

堀
大
介

佐
々
生　

齋
藤　

清
子
さ
ん
（
88
歳
）

気
比
庄　

松
村
ち
ゑ
の
さ
ん
（
93
歳
）

気
比
庄　

齊
藤
ま
つ
の
さ
ん
（
66
歳
）

栃　

川　

岡　

み
の
ゑ
さ
ん
（
95
歳
）

青　

野　

中
山　

は
な
さ
ん
（
89
歳
）

小　

倉　

寺
敷　

尚
美
さ
ん
（
62
歳
）

下
糸
生　

野
村　
　

隆
さ
ん
（
78
歳
）

大
谷
寺　

水
島　

男
重
さ
ん
（
74
歳
）

中　

野　

中
上　
　

弘
さ
ん
（
77
歳
）

樫　

津　

鈴
木
ハ
ル
ヲ
さ
ん
（
102
歳
）

八　

田　　

藤
惠
美
子
さ
ん
（
82
歳
）

新　

保　

荒
井　

政
雄
さ
ん
（
94
歳
）

大　

樟　

島
田　

雄
一
さ
ん
（
82
歳
）

　

厨　
　

濵
野　

寿
樹
さ
ん
（
55
歳
）

　

厨　
　

大
栗　

寛
義
さ
ん
（
83
歳
）

　

厨　
　

鈴
間
ヨ
シ
子
さ
ん
（
86
歳
）

　

辻　
　

小
辻　

な
つ
さ
ん
（
88
歳
）

平　

等　

田
中　
　

久
さ
ん
（
89
歳
）

平　

等　

水
島　

貞
治
さ
ん
（
80
歳
）

打　

越　

小
栁　

義
則
さ
ん
（
72
歳
）

気
比
庄 

峯
廣　

月つ

葵き

（
弦
、
女
）

気
比
庄 

青
山　

詩う
た

（
由
幸
、
女
）

気
比
庄 

吉
長　

海か
い

音と

（
正
寛
、
男
）

田　

中 

吉
崎　

心こ
こ
ろ

（
隆
弘
、
女
）

小　

倉 

野
村　

綸り
ん

楓か

（
剛
史
、
女
）

上
糸
生 

野　

楓か
え
で

（
聡
介
、
女
）

小　

樟 

鈴
木　

さ
く
ら
（
裕
之
、
女
）

大　

樟 

淡
海　

遥は
る

香か

（
廣
利
、
女
）

高　

佐 

奥
山　

陽は
る

人と

（
勇
平
、
男
）

　

東 

冨
着　

煌こ
う

也や

（
慎
也
、
男
）

写真1

写真2

図1図2

写真1

7

45

2
1

6

3

8

白山
↓
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